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（別表２）公共工事に関する環境配慮の視点と配慮事項 
 

検討時期 環境配慮の視点 配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 
計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 多様な緑地等の保全 
 
 

・ 貴重な動植物の生育地・生息

地の保護（国の特別天然記念

物・天然記念物を含む） 
・ 自然植生に着目した植栽 
 
 

・ 生育地等を回避、または代替環

境の整備 
・ 緑の復元に当たり自然植生に着

目した植栽とし、多様で多層な

緑の創出 

○ 
 
 

○ 

 ﾐﾃｨｹﾞｰｼｮﾝ 
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 
貴重種の生育

地等について

は自然保護課

と協議のこと 
（２） 多様な水辺空間の保全

と修復 
 

・ ｢瀬｣や｢淵｣などの保全 
・ 水域と陸域の接点の多様性

確保 
・ 河畔林などの保全と創出 

・ 採餌、休息、繁殖の場所として

の｢瀬｣、「淵」や「藻場」の保存

と創出 
・ 中州、島、ワンドなど水辺の多

様性の確保 
・ 水辺に木陰をつくる樹林・樹木

などの河畔林の保全と創出 

○ 
○ 
 

○ 

 多自然型河川 

（３） 多孔質な空間の形成 
 

・ 空石積などの自然材料の使

用 
・ 護岸などに空隙のある材料

の使用 

・ 石や木等を利用した多孔質な構

造物の検討 
・ 植生護岸、石、木、環境ブロッ

ク等の空隙のある材料の使用 

○ 
 

○ 

 自然石、間伐材

など 

（４） 野生生物の移動ルート

の確保 
 
 

・ 移動ルート分断に対する対

策 
・ 河川や渓流の連続性の確保

（魚道） 

・ 大型野生動物～小動物のための

移動路の確保(ﾄﾝﾈﾙ、橋梁､ﾊﾟｲﾌﾟ

ｶﾙﾊﾞｰﾄ、水路) 
・ ｽﾘｯﾄﾀﾞﾑや魚道等の設置 

○ 
 

○ 

  

１野生生物への配慮 

（５） 照明の最小化・騒音の防

止 
・ 遮光植栽やライトの位置 
・ 鳥獣保護区域内などでの低

騒音・低振動機械の使用 

・ 光の届く範囲を必要最小限にす

る遮光植栽やライトの位置の検

討 

○ 
○ 
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検討時期 環境配慮の視点 配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 

計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 良好な自然景観の保全 
 
 
 
 

・ 地形改変に際し現地形維持

の努力 
・ 国の名勝指定を含む周辺の

自然景観の保全 
・ 最小限の既存樹木の伐採 
・ 良好な景観を形成している

樹木の保全 
・ 郷土種が含まれている表土

の活用 
・ 植栽木の健全な維持・管理 
・ 良好な自然の利用者に対す

る配慮 

・ エコロード、多自然型川づくり

等の検討 
・ 切土・盛土構造からトンネル・

高架橋への変更や縦断計画の検

討、既存林を生かした造成計画

等 
・ 地域のシンボル的樹木を生かし

た施設計画 
・ 表土の緑化地や盛土法面への利

用 
・ 利用活動への影響低減のため、

施工時期、施工方法等の検討 

○ 
 

○ 
 

○ 
○ 
 

○ 
 

○ 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

 ２自然景観への配慮 

（２） 緑化等による修景 ・ 地域の特色・季節感を考慮し

た植栽 
・ 修景のための建築物・工作物

周辺への植栽 
・ 自然景観にふさわしい施設

のデザイン、色彩、素材 
・ ダム湖、ため池の修景緑化 

・ 地域の特色を生かした樹種や花

木により季節感を考慮した植栽

の検討 
・ 工作物の遮断のための樹木保全

や遮蔽のための植栽による景観

の保全の検討 
・ 地域の自然景観を損なわないよ

うな施設の形状や、色彩、素材

の検討 
・ 湖岸の侵食防止や修景のための

緑化の検討 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
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検討時期 環境配慮の視点 配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 

計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 大気環境の保全 
 
 

・ 排出ガス対策型建設機械の

使用 
・ 工事用車両による走行粉塵

などの防止 
・ 工作物解体に際し粉塵拡散

の防止 
・ 自動車交通による大気汚染

の防止 
 
 
 
 
・事故等に対する対応 

・ 「排出ガス対策型建設機械」や

「トンネル工事用排出ガス対策

型建設機械」の使用 
・ 工事用車両による仮設道路等で

の走行粉塵の防止や一般道路へ

の土砂等散乱防止（タイヤ洗浄

装置）、散乱した場合の速やかな

除去体制等の検討 
・ 防塵シートや散水による粉塵拡

散防止の検討 
・ 円滑な交通流確保、道路沿道の

緑化 
・ 汚染拡散事故に対し、原因究明、

被害の拡大防止措置のための関

係機関との連携方策等の検討 

 
 
 
 
 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

 
 

３大気環境等への配慮 

（２） 騒音・振動の防止 ・ 低騒音・低振動工法の採用 
・ 遮音施設・低騒音舗装の採用 
・ 工作物解体に際し騒音・振動

の低減化 
・ 低騒音・低振動型建設機械の

使用 
・ 病院や学校周辺を回避する

迂回路や資材運搬路の計画 

・ 地域条件により施工に当たって

低騒音・低振動工法の導入検討 
・ 地域条件により遮音施設・低騒

音舗装の採用 
・ 防音シートや防音塀の設置、低

音・低振動型作業機器の選定、

作業時間の調整等の検討 
・ 地域条件により低騒音・低振動

の施工方法や低騒音・低振動型

建設機械の使用の検討 
・ 運搬車両の分散化 

 ○ 
 

○ 
 

○ 
 
 

○ 

 
 
 
 
 
 
 
「建設工事に伴

う騒音振動対策

技術基準」 
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検討時期 環境配慮の視点 環境配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 

計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 水質の保全 
 
 
 

・ 工事中に生じる濁水の発生

と流出防止 
 
 
 
 
 
・ 下流域の水質基準を守るた

めの対策の検討 
 
・事故等に対する対応 

・ 河川や排水路への濁水流入が少

なくなるような施工時期（梅雨、

台風期を避ける）、方法・手順（瀬

替、切土、盛土、法面等の施工

方法・手順）、汚濁防止膜や汚濁

処理装置等の設置の検討 
 
・ 多自然型川づくり、自然浄化機

能を活用した工法の検討 
 
・ 水質事故に対し、原因究明、被

害の拡大防止措置のための関係

機関との連携方策等の検討 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
○ 

○ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

○ 

 

（２） 河川・湖沼等の保全 
 
 
 

・ 水辺空間の確保 
・維持流量の確保 
 

・ 身近な水辺として活用できるよ

うな堤防、アクセス道、渓流づ

くり等の検討 
・ 流水の正常な機能を維持するた 

 めの流量の確保 
 

○ 
○ 

  

４水環境等への配慮 

（３） 海域の保全 
 
 
 
 
 

・水辺空間の確保 
・ 海水交換が可能な構造の検  
 討 

・ 身近な水辺として活用できるよ

うな階段式護岸、離岸堤等の検

討や砂浜の保全と回復 
・ 静穏域を確保し、海水交換が可 
 能な外郭施設の検討 
 

○ 
○ 
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検討時期 環境配慮の視点 環境配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 

計画 
設計 

施工 
 

備考 

（４） 地下水の保全 
 
 
 

・ 水資源の維持  
 
・ 地下水の水質基準を守るた

めの対策の検討 
 
 
・地下構造物による地下水帯層

の分断防止 
 
 
・工事中に生じる有害物質の発

生と地下水への浸透防止 

・ 緑化、透水性舗装等による雨水

の地下浸透促進、保水機能確保

の検討、地下水を利用しない消

雪工法や有効利用する消雪工法

の検討 
 
・大規模な基礎や地下構造物の建

設に際して、地下水帯層の分断防

止に配慮する。 
 
・ 有害物質の地下水への浸透を防

止する工法の検討 

○ 
 
 

○ 
 
 

○ 
 
 
 

○ 

 
 
 
 
 

 
○ 
 
 
 

○ 

 ４水環境等への配慮 

（５） 土壌汚染対策の推進 
 
 
 
 
 
 

・ 土壌汚染状況調査の実施 
 
 
 
・土壌汚染対策の実施 
 

・ 有害物質取扱い工場・事業場跡

地における工事の計画 
・ 「指定区域」の確認 
 
・ 汚染土壌の除去等 
・ 工事による汚染の周辺への二次

拡散の防止 

○ 
 

○ 
 
 
 

 
 
 
 

〇 
〇 

土壌汚染対策

法 
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検討時期 環境配慮の視点 配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 

計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 省資源・省エネルギーの

推進 
 
 

・ 省資源・省エネルギーとなる

ような施設や設備の検討 
・ 工事用機械および工事用車

両の燃料節約の運転を指導 

・ 代替型枠工法、省エネ効果の高

い工法の検討 
・ 工事用機械および工事用車両の

日常整備・過負荷運転の防止、

アイドリングストップ 

○ 
 

 
 

○ 

 ５省資源・省エネルギーへ 

 の配慮 

（２） 新エネルギーの導入 ・ 地熱、太陽光など自然エネル

ギーの利用 
・ エネルギー使用の合理化 
・ 廃熱などの未利用エネルギ

ーの利用 

・ 地熱、太陽光等を利用した消雪

や空調の検討 
 

○ 
 

○ 
○ 

  

（１） 廃棄物の発生抑制 ・ 計画設計段階からの発生抑

制 
・ 廃棄物の発生抑制に資する工

法・資材などの採用の検討 
・ 計画段階（線形・施設配置など）

での発生抑制の検討 
・施設の長寿命化の検討 

○   

（２） 再利用とグリーン購入

の促進 
 
 

・ 分別再資源化と再生資源の

利用の促進 
（公共工事におけるリサイク  
 ルの徹底） 
 
 
・グリーン購入の利用促進 

・ 廃棄物を分別し、再資源化 
・ 再生資源の利用の検討 
・ 再利用化しやすい資材の利用 
・ 現場内利用の促進 
・ 工事間流用の促進（情報交換） 
 
・間伐材等、環境負荷の少ない工

事資材等の利用の検討 

○ 
 
 
 
 
 
 

〇 

○ 
 
 
 
 
 
 

〇 

リサイクル認定

品 
マテリアルリサ

イクル 
サーマルリサイ

クル 
建設発生土情報

交換システム 

６廃棄物の減量化とリサイ 
 クルの推進への配慮 

（３） 廃棄物の適正処理の推進 ・ 適正処理の推進と確認 ・ 適正な処理方法、処理場所の指

定 
・ 処理費用、運搬費用などを適正

に積算 
・処理状況の把握 

○ ○ マニフェストシ

ステム 
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検討時期 環境配慮の視点 配慮事項 配慮事項の着目点 検討内容 
計画 
設計 

施工 
 

備考 

（１） 地域景観との調和 
 

・ 地域景観に配慮を要する地

域内での施設設計の検討 
・ 「景観づくり基本計画」、自然公 

 園、景勝地等での景観に配慮し 
 た施設の検討 
・ 近代化遺産として評価を受けて 
 いる建造物や、既に「登録文化 

 財」として保護されている建造 
 物等を取り巻く周辺の景観に配 
 慮した景観作り 
 
 

○  環境・景観検討

委員会 
 
県農業農村整備

事業環境配慮情

報協議会 

７歴史的・文化的環境への 

 配慮 

（２） 歴史的・文化的遺産の保

全 
・ 史跡、埋蔵文化財、「重要伝

統的建造物群」などに対する

配慮 

・ 国、県、市町村指定の文化財を

含む文化財を保護し、埋蔵文化

財包蔵地を事前に回避する計画 
 の検討 
・「重要伝統的建造物群」の景観に 

 配慮した施設の検討 
 
 

○   

 
 
 
 


